
兵庫医科大学・医学部・非常勤講師

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３４５１９

基盤研究(C)（一般）

2020～2017

舌骨上筋群の脂肪化が嚥下機能に与える影響-画像診断を用いた検討-

Age related composition changes in swallowing related muscles with a Dixon MRI 
study

５０１９９５６９研究者番号：

本田　公亮（Honda, Kosuke）

研究期間：

１７Ｋ１１９２７

年 月 日現在  ３   ６ １０

円     2,200,000

研究成果の概要（和文）：サルコペニアは加齢に伴う筋量低下、筋力低下、機能低下を生じた状態である。近年
サルコペニアの概念として「筋質の低下」が新たに加えられたため、サルコペニアの病態評価として筋内脂肪が
注目されている。しかし舌筋の加齢変化に関する先行研究では、舌筋の筋組成を評価した報告は少ない。本研究
では加齢に伴う舌筋の組成変化を調べ、舌筋の組成変化が舌圧や嚥下機能に及ぼす影響を評価した。
　高齢者と若年者のMRIすると、舌筋の筋内脂肪量と脂肪含有率は加齢とともに増加した。高齢者における舌筋
の脂肪含有率は20％であり、若年者の2倍の値を示した。舌圧は筋内脂肪量および脂肪含有率と負の相関を認
め、除脂肪量と正の相関を認めた。

研究成果の概要（英文）：　Dysphagia is considered a social problem in the super-aging society. 
However, age-related changes in swallowing-related muscles have not been fully deciphered. We aimed 
to identify intramuscular fatty infiltration and muscle atrophy in multiple swallowing-related 
muscles on magnetic resonance imaging (MRI). Moreover, an appropriate muscle strength parameter for 
the evaluation of swallowing-related muscle mass was examined. 
 　Aging significantly affected the intramuscular fatty infiltration of the swallowing-related 
muscles, and the tongue muscle was most affected, followed by the pharyngeal muscle and then the 
geniohyoid muscle. Only the  lean muscle mass of the geniohyoid muscle significantly decreased with 
aging. The pharyngeal lumen size did not signi cantly di er between the elderly and young 
participants, and only tongue pressure was significantly correlated with tongue, geniohyoid, and 
pharyngeal muscle mass. 

研究分野：老年歯科医学, gerodontology

キーワード： 舌筋　舌骨筋　筋内脂肪　舌圧　嚥下機能　サルコペニア　高齢者　画像診断

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、加齢に伴う舌筋の筋組成変化を画像評価で定量的に解析した初めての研究である。本研究では高齢者
と若年者の舌筋を比較したが、その結果、舌筋の体積や除脂肪量は両者の間に有意差がないにも関わらず、筋内
脂肪量や脂肪含有率は高齢者の方が高かった。こうした筋内脂肪の増加は、舌筋の加齢変化の特徴であることが
本研究から明らかになった。骨格筋では、筋内脂肪浸潤は加齢変化の危険因子の1つと言われ、筋量低下より早
期に生じると報じられている。舌筋の体積が維持されているにもかかわらず、筋内脂肪量が増加していたため、
舌筋の加齢変化は四肢体幹の加齢変化と類似している可能性が示唆されたことの本研究の意義は高い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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